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新
元
号
が
始
ま
っ
て
２

週
間
、
マ
ス
コ
ミ
や
企

業
の
グ
ッ
ズ
販
売
に
踊

ら
さ
れ
た
忖
度
番
組
で

「
令
和
」
の
話
題
を
良

く
聞
く
が
、
何
時
ま
で
ブ
ー
ム
が
続

く
の
だ
ろ
う
か
◆
だ
い
た
い
政
府
は

元
号
の
使
用
を
強
要
す
る
が
、
多
く

の
企
業
は
西
暦
が
基
本
で
元
号
は
一

時
の
ブ
ー
ム
に
乗
っ
た
金
儲
け
企
画

と
し
て
使
う
だ
け
だ
ろ
う
◆
使
用
を

強
要
せ
ず
、
使
う
か
使
わ
な
い
か
は

国
民
の
判
断
に
任
せ
れ
ば
、
来
年
は

T
O
K
Y
O
2020

が
令
和
２
年
に
変

わ
っ
て
企
業
宣
伝
と
金
儲
け
の
た
め

に
使
わ
れ
て
い
る
と
思
う
（
赤
子
）

　

５
月
１
日
勝
山
公
園
で
、
第
90
回
メ
ー
デ
ー
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

メ
ー
デ
ー
は
、
１
８
８
６
年
ア
メ
リ
カ
の
労
働
者
が
「
８
時
間
働
き
、
８

時
間
は
休
み
、
８
時
間
は
自
分
た
ち
の
自
由
な
時
間
」
を
求
め
、
立
ち
あ

が
っ
た
こ
と
が
起
源
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
の
私
た
ち
の
く
ら
し
は
、

8
時
間
働
け
ば
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活
が
で
き
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
経
済
政
策
か

ら
約
６
年
、
株
価
は
３
倍
、
為
替
は

２
倍
に
上
昇
し
、
大
企
業
と
富
裕
層

は
、
ま
さ
に
荒
稼
ぎ
す
る
一
方
、
労

働
者
の
過
労
死
は
毎
年
２
０
０
人
に

も
の
ぼ
り
、
貯
蓄
ゼ
ロ
の
世
帯
も
毎

年
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

集
会
で
は
、
労
働
者
の
犠
牲
で
た

め
込
ん
だ
、
内
部
留
保
を
大
幅
賃
上

げ
に
回
す
こ
と
や
４
月
か
ら
外
国
人

労
働
者
受
け
入
れ
拡
大
の
入
国
管

理
法
や
働
き
方
改
革
法
が
施
行
さ

れ
こ
と
に
ふ
れ
、
す
べ
て
の
労
働

者
の
権
利
を
守
り
、
大
幅
賃
上
げ

を
め
ざ
す
闘
い
が
呼
び
か
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
費
税
増
税
を
止
め
さ

せ
る
運
動
を
広
げ
る
決
意
も
訴
え

ら
れ
ま
し
た
。
10
％
増
税
は
、「
も

う
決
ま
っ
た
こ
と
で
は
」
と
い
う

声
が
あ
り
ま
す
が
、
安
倍
政
権
も

景
気
が
落
ち
込
み
局
面
に
入
っ
た

こ
と
を
認
め
て
い
ま
す
。
消
費
税

増
税
反
対
の
声
を
も
っ
と
、
も
っ

と
広
げ
ま
し
ょ
う
。

　

市
民
生
活
守
れ
る
政
治
に
！

　

安
部
首
相
は
、
平
和
憲
法
を
踏
み

に
じ
り
、
森
友
・
加
計
問
題
、
毎
月

勤
労
統
計
不
正
で
は
、
国
民
の
疑
問

に
な
ん
ら
答
え
て
い
ま
せ
ん
。
忖
度

発
言
や
「
復
興
よ
り
自
民
党
議
員
が

大
事
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
辞
任
し
た

副
大
臣
や
五
輪
大
臣
の
任
命
責
任
も

果
た
さ
な
い
長
期
政
権
の
お
ご
り
を

許
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

国
民
・
労
働
者
の
願
い
が
届
き
、

平
和
憲
法
を
守
る
上
で
も
政
治
を
変

え
る
こ
と
は
重
要
な
課
題
で
す
。

　

メ
ー
デ
ー
集
会
は
、
安
倍
政
権
の

「
国
民
い
じ
め
」
の
政
策
を
転
換
さ

せ
る
決
意
を
固
め
あ
う
場
と
な
り
ま

し
た
。

永冨実行委員長

堺町公園から勝山公園までデモ行進

プラカード展　女性部が金賞！

労
働
者
の
団
結
で
要
求
前
進
を
！

労
働
者
の
団
結
で
要
求
前
進
を
！

第第
9090
回
北
九
州
統
一
メ
ー
デ
ー

回
北
九
州
統
一
メ
ー
デ
ー



増
大
す
る
内
部
留
保
で
賃
上
げ
を

春
闘
を
め
ぐ
る
情
勢（
３
）

　

大
企
業
は
、
経
済
の
好
不
況
に

か
か
わ
ら
ず
内
部
留
保
を
増
や
し

続
け
て
い
ま
す
。
財
務
省
「
法
人

企
業
統
計
」
に
よ
れ
ば
、
大
企
業

約
５
８
０
０
社
（
資
本
金
10
億
円

以
上
、
金
融
・
保
険
業
含
む
）
の

17
年
度
の
内
部
留
保
は
前
年
度
か

ら
22
兆
円
増
加
し
、
４
２
５
兆
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。（
表
１
）

　

内
部
留
保
増
加
の
要
因
は
、
第

一
に
賃
金
の
抑
制
で
す
。（
表
２
）

正
規
雇
用
を
減
ら
し
、
安
上
が
り

な
労
働
力
と
し
て
非
正
規
を
増
や

す
こ
と
で
労
働
コ
ス
ト
を
抑
え
て

き
た
こ
と
。
二
つ
目
の
要
因
は
、

法
人
税
の
引
き
下
げ
と
大
企
業
優

遇
税
制
で
す
。
法
人
税
率
は
、
84

年
の
最
高
約
43
％
か
ら
現
在
は
、

約
23
％
に
下
が
っ
て
い
ま
す
。

 
 

大
企
業
優
遇
で
17
兆
円

　

大
企
業
優
遇
税
制
の
お
か
げ
で

17
年
度
だ
け
で
17
兆
円
も
大
企
業

は
、減
税
さ
れ
て
い
ま
す
。（
表
３
）

　

さ
ら
に
第
三
の
要
因
と
し
て
社

会
保
障
費
に
お
け
る
企
業
負
担
が

他
国
に
比
べ
低
く
抑
え
ら
れ
て
い

る
問
題
や
下
請
け
企
業
へ
の
単
価

切
り
下
げ
の
押
し
付
け
な
ど
も
あ

り
ま
す
。

 
 

経
済
再
生
を
大
企
業
の
責
任
で

　

巨
額
な
内
部
留
保
を
社
会
的
に

還
元
さ
せ
、
日
本
経
済
を
再
生
さ

せ
る
た
め
に
は
、
賃
金
の
大
幅
引

き
上
げ
や
大
企
業
優
遇
税
制
の
是

正
と
と
も
に
内
部
留
保
へ
の
課
税

も
課
題
で
す
。
台
湾
で
は
、
内
部

留
保
へ
の
課
税
が
行
わ
れ
て
、
法

人
税
や
所
得
税
を
補
う
課
税
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
表
４
）

　

大
企
業
が
た
め
込
む

内
部
留
保
は
、
日
本

経
済
発
展
の
障
害
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

「
巨
額
の
内
部
留
保
で

賃
上
げ
を
」
と
い
う
主

張
に
経
営
側
は
、「
内

部
留
保
は
取
り
崩
し
で

き
な
い
」
と
反
論
し
ま

す
が
毎
年
20
兆
円
を
超

え
る
積
み
上
げ
の
４
分

の
１
で
も
労
働
者
に
回

せ
ば
２
万
円
以
上
の
賃

上
げ
は
可
能
で
す
。



　

５
月
の
６
９
行
動
は
、
９
日
の

夕
方
、
黒
崎
駅
前
で
行
い
ま
し
た
。

ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
の
上
で

は
、
青
年
が
路
上
ラ
イ
ブ
で
懐
か

し
い
ジ
ュ
リ
ー
の
歌
を
熱
唱
す

る
隣
で
、「
核
兵
器
を
な
く
そ
う
」

と
控
え
め
に
マ
イ
ク
宣
伝
を
し
ま

し
た
。

　

ラ
イ
ブ
に
足
を
止
め
た
人
や
、

帰
宅
途
中
の
方
な
ど
署
名
に
快
く

応
じ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

５
月
１
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

国
連
本
部
で
は
核
軍
縮
に
関
す
る

国
際
会
議
が
開
催
さ
れ
、
ヒ
バ
ク

シ
ャ
国
際
署
名
９
４
１
万
筆
が
提

出
さ
れ
た
と
の
事
。
そ
の
中
に
私

た
ち
が
集
め
た
署
名
も
あ
る
と
思

う
と
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
ろ
う
と

思
う
の
で
し
た
。

これだけは知って
労働組合の役割④

連 載

９条の会９条の会

  

労
働
組
合
が
、
何
故

  

政
治
闘
争
に
取
り
組
む
の
か

　
「
労
働
組
合
は
、
春
闘
で
『
大
幅

賃
上
げ
』
と
と
も
に
『
暴
走
政
治

に
ス
ト
ッ
プ
』
と
か
『
憲
法
を
守

ろ
う
』
と
か
言
う
け
ど
政
治
的
な

ん
だ
よ
。
ど
う
に
か
な
ら
な
い
の
」

そ
う
思
っ
て
い
る
あ
な
た
、「
給
与

明
細
」
を
し
っ
か
り
見
て
ま
す
か
。

　

社
会
保
険
料
の
高
さ
に
ビ
ッ
ク

リ
。「
こ
ん
な
に
高
い
保
険
料
な

の
に
医
者
に
か
か
れ
ば
自
己
負
担

３
割
な
ん
て
お
か
し
く
な
い
？
」

「
国
は
、
私
た
ち
か
ら
集
め
た
年
金

保
険
料
で
、
リ
ス
ク
の
あ
る
株
式

に
投
資
し
て
い
る
け
ど
大
丈
夫
？
」

な
ど
疑
問
が
ど
ん
ど
ん
膨
ら
み
ま

せ
ん
か
。

  

く
ら
し
を
守
る
こ
と
は
、

  　

政
治
に
強
く
結
ば
れ
て

　

安
倍
政
権
に
な
っ
て
か
ら
防
衛

予
算
は
毎
年
増
え
続
け
、
５
兆
３

千
億
円
。
一
方
で
社
会
保
障
予
算

は
削
ら
れ
て
、
負
担
は
増
え
て
も

給
付
は
減
っ
て
い
ま
す
。

　

オ
ス
プ
レ
イ
一
機
で
保
育
所
が

１
０
０
ヶ
所
つ
く
れ
ま
す
。
だ
か

ら
市
民
の
く
ら
し
を
守
る
私
た
ち

北
九
州
市
職
労
は
、「
軍
事
費
削
っ

て
、
く
ら
し
と
福
祉
・
教
育
に
回

せ
」
と
声
を
上
げ
る
の
で
す
。

　

さ
ら
に
10
月
か
ら
の
消
費
税

10
％
増
税
は
、
く
ら
し
を
直
撃
し

ま
す
。
だ
か
ら
労
働
組
合
は
賃
上

げ
と
と
も
に
政
治
を
変
え
る
た
め

政
治
闘
争
を
取
り
組
み
ま
す
。

  

憲
法
と
つ
な
が
る
仕
事

　
「
憲
法
な
ん
て
関
係
な
い
？
」

い
え
い
え
、
私
た
ち
は
自
治
体
労

働
者
と
し
て
憲
法
や
法
律
に
基
づ

き
市
民
の
た
め
に
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。

　

安
部
首
相
は
、「
九
条
改
憲
」

を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
ね
ら
い
は
、「
戦
争
す
る
国

づ
く
り
」
で
す
。

　

市
民
の
た
め
に
「
い
い
仕
事
を

し
た
い
」「
誇
り
を
持
っ
て
働
き

た
い
」
と
の
思
い
を
前
進
さ
せ
、

「
か
つ
て
の
戦
争
の
過
ち
を
繰
り

返
さ
な
い
」
た
め
に
も
「
憲
法
九

条
を
守
り
、
市
民
の
要
求
が
実
現

す
る
政
治
に
変
え
る
」
運
動
を
し

て
い
ま
す
。

第６回 青年自治研究集会 in 北九州第６回 青年自治研究集会 in 北九州
～語って広げて深めよう！～～語って広げて深めよう！～

日  時　 2019年６月１日（土）～２日（日）
場  所　 西日本総合展示場

　
「
自
分
た
ち
の
仕
事
に
つ
い
て
語
り
た
い
」「
住

民
の
た
め
に
良
い
仕
事
が
し
た
い
」
と
全
国
の

青
年
組
合
員
が
と
も
に
語
り
合
い
、
学
び
合
い
、

つ
な
が
る
場
、
青
年
自
治
研
が
北
九
州
市
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
市
職
労
は
「
参
加
者
が
こ
の
集

会
で
の
経
験
を
、
今
後
の
仕
事
に
い
か
し
て
ほ

し
い
」
と
多
く
の
青
年
組
合
員
に
参
加
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
職
労
本
部
ま
で
。

住
民
の
た
め
、
自
分
の
た
め
、

　

い
い
仕
事
と
は
何
だ
ろ
う
？

青年自治研
スローガン６月１日（土） 

　13：00　受付開始
　14：00　開会あいさつ
　14：10　基調報告
　14：30　講演①
　15：45　休憩
　16：00　講演②
　17：30　1日目閉会

６月２日（日）
　 9：00　分科会
　11：15　休憩
　11：30　全体会・まとめ
　12：00　閉会

スケジュー ルおもな分科会
第３分科会
『市民はお客様？～私たちの仕
事は〇〇～』「住民にとっての公
務、私たちの責任とは？」

第４分科会
『公務って幅広い！あなたの仕事
はなに？』「職場や職種の違い
について考え、語り合おう」

動く分科会
『住民の要望で閉園から復活し
た到津の森をめぐる』 主催



　

若
葉
の
季
節
で
す
ね
。
職
場
異

動
も
10
連
休
も
終
わ
り
、
環
境
も

気
分
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
？
く
れ
ぐ

れ
も
五
月
病
に
は
な
ら
な
い
よ
う
、

緑
や
文
化
系
で
ス
ト
レ
ス
解
消
！ 

＊
イ
チ
オ
シ
・
シ
ネ
マ
＊

　

シ
ネ
コ
ン
で
は
日
本
映
画
が
い
っ

ぱ
い
。
も
っ
と
も
、「
名
探
偵
ピ

カ
チ
ュ
ウ
」
や
31
日
公
開
の
「
ゴ
ジ

ラ　

キ
ン
グ
・
オ
ブ
・
モ
ン
ス
タ
ー

ズ
」
は
ア
メ
リ
カ
映
画
で
す
よ
〜
。

　

長
澤
ま
さ
み
が
大
活
躍
で
す
。

公
開
中
の
「
キ
ン
グ
ダ
ム
」、
17

日
公
開
の
「
コ
ン
フ
ィ
デ
ン
ス
マ

ン
JP
」、
６
月
７
日
公
開
の
「
ザ
・

ク
ロ
ッ
シ
ン
グ
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
Ⅰ
・
Ⅱ
」

に
出
演
し
ま
す
。
特
に
３
本
目
は

ジ
ョ
ン
・
ウ
ー
監
督
、
日
中
韓
の

豪
華
キ
ャ
ス
ト
な
の
で
、
が
ん
ば

り
を
一
応
観
て
み
た
い
。

　

で
、イ
チ
オ
シ
は
、シ
ネ
プ
レ
ッ

ク
ス
で
31
日
公
開
の
「
長
い
お
別

れ
」。「
湯
を
沸
か
す
ほ
ど
の
熱
い

愛
」
の
中
野
量
太
監
督
が
再
び
家

族
愛
を
描
く
！
山
﨑
努
と
松
原
智

恵
子
が
夫
婦
役
、
竹
内
結
子
と
蒼

井
優
が
娘
役
、
面
白
そ
う
！

　

最
後
に
昭
和
館
。
２
で
は
、
25

日
か
ら
話
題
を
呼
ん
だ
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
「
ぼ
け
ま
す
か
ら
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」
と
「
い

ろ
と
り
ど
り
の
親
子
」
の
２
本
立

て
で
す
！

＊
イ
チ
オ
シ
・
コ
ン
サ
ー
ト
＊

　

「
長
谷
川
き
よ
し
＆
パ
ト
リ
ッ

ク
・
ヌ
ジ
ェ
」
が
近
づ
い
て
き
ま

し
た
。
50
年
間
変
わ
ら
ぬ
長
谷
川

の
生
歌
を
お
聴
き
く
だ
さ
い
！

　

５
月
26
日
（
日
）
15
時
か
ら
戸

畑
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
。
ロ

ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
で
も
発
売
中
。

＊
映
画
サ
ー
ク
ル
情
報
＊

　

映
サ
で
は
、
年
に
１
本
ほ
ど
映
画

史
に
残
る
名
作
を
や
っ
て
い
ま
す

が
、
５
月
は
１
９
３
７
年
の
フ
ラ
ン

ス
映
画
「
大
い
な
る
幻
影
デ
ジ
タ
ル

修
復
版
」。
ジ
ャ
ン
・
ル
ノ
ワ
ー
ル

監
督
、
ジ
ャ

ン
・
ギ
ャ
バ

ン
主
演
に
よ

る
不
朽
の
反

戦
映
画
！
第

一
次
世
界
大
戦
中
の
ド
イ
ツ
捕
虜
収

容
所
。
そ
こ
に
は
フ
ラ
ン
ス
等
各
国

の
将
校
た
ち
が
い
た
…
。

19
日
（
日
）
12
時
・
18
時
30
分

　
　
　
　
　
　

イ
オ
ン
シ
ネ
マ
戸
畑

20
日
（
月
）
19
時
小
倉
昭
和
館
１

門
司
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ

門
司
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ
＊＊
中
世
編

中
世
編  

①①

文
化
ガ
イ
ド

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
の

　

平
氏
と
門
司
関

　

実
力
で
政
権
を
奪
う
時
代
と
し

て
の
中
世
を
切
り
開
い
た
人
物
こ

そ
平
清
盛
で
し
た
。
朝
廷
の
政
治

世
界
に
武
家
の
地
位
を
確
立
さ
せ

た
の
が
平
清
盛
で
し
た
。
保
元
の

乱
（
１
１
５
６
年
）
平
治
の
乱
（
１

１
５
９
年
）
に
勝
利
し
た
清
盛
は

朝
廷
に
お
い
て
平
氏
の
武
力
を
背

景
に
政
権
の
一
翼
を
担
う
よ
う
に

な
り
、
地
方
に
お
い
て
も
平
氏
一

門
の
勢
力
拡
大
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

清
盛
は
保
元
の
乱
の
後
、「
太

宰
大
弐
」
に
任
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
時
、
博
多
津
で
中
国
の
「
宋
」

の
海
商
が
交
易
し
て
い
ま
し
た
が

交
易
品
は
「
唐
物
」
と
よ
ば
れ
て

貴
族
達
の
ス
テ
ー
タ
ス
シ
ン
ボ
ル

と
高
額
で
取
引
さ
れ
ま
し
た
。
太

宰
大
弐
は
日
宋
貿
易
の
管
轄
者

で
、
清
盛
は
日
宋
貿
易
の
推
進
者

で
し
た
。
清
盛
の
父
忠
盛
が
以
前

日
宋
貿
易
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
清
盛
も
貿
易
の
利
を

熟
知
し
て
い
た
で
し
ょ
う
。
水
陸

の
交
通
の
要
衝
「
門
司
関
」
も
大

宰
府
直
轄
機
関
で
あ
り
、
平
氏
の

管
轄
下
に
置
か
れ
た
で
し
ょ
う
。

　

平
清
盛
が
朝
廷
政
治
の
中
で
武

家
の
地
位
を
確
立
さ
せ
た
背
景
に

は
平
氏
一
門
の
武
力
が
あ
り
ま
す

が
、
日
宋
貿
易
と
平
氏
の
地
方
支

配
拡
大
に
よ
る
経
済
力
の
増
大
が

あ
り
ま
し
た
。

　

恒
見
村
誌
に
は
、
安
芸
入
道
平

道
金
の
恒
見
で
の
領
主
活
動
が
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
が
平
氏
に
よ
る

企
救
郡
進
出
の
一
環
で
は
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
伊
川
に
も
保
元
年
間

に
聖
護
院
入
道
明
俊
が
長
野
氏
の

命
に
よ
り
、
伊
川
に
治
す
と
あ
り

（
門
司
郷
土
叢
書　

伊
川
村
）
明

俊
は
聖
護
院
の
名
乗
り
か
ら
摂
関

家
の
僧
官
か
と
の
指
摘
が
あ
り
ま

す
。（「
史
料
に
見
る
中
世
の
門
司
」

　

八
木
田
謙　

著
）
門
司
関
を
重

要
視
し
た
清
盛
が
企
救
郡
を
い
ち

早
く
押
さ
え
た
と
み
え
ま
す
。　

清
盛
は
自
ら
望
ん
で
太
宰
大
弐
と

な
り
、
九
州
の
支
配
拡
大
に
乗
り

出
し
て
い
ま
す
。　
　
　

つ
づ
く

お
知
ら
せ

―
５
月
―

●
25
日
（
土
）
～
26
日
（
日
）

　
【
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
労
働
学
校
】

　
　
　
　

福
岡
県
労
連
会
議
室

―
６
月
―

●
１
日
（
土
）・
２
日
（
日
）

　
【
自
治
労
連
青
年
自
治
研
㏌

　

北
九
州
】

　

西
日
本
総
合
展
示
場
新
館
・

　
Ａ
Ｉ
Ｍ

北九州母親大会北九州母親大会 ５
月
31
日（
金
）
18
時
15
分
か
ら

市
立
生
涯
学
習
総
合
セ
ン
タ
ー

第
391
回
中
央
委
員
会

平清盛の像

　　　　日　時／６月１６日（日）　　
　　　　場　所／黒崎ひびしんホール
分科会　10時～12時15分
全体会　13時～15時半
　記念講演　志田 陽子さん
 　「歌でつなぐ憲法の話
 　　―憲法に託された夢と希求」

第56回


